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エグゼクティブサマリー 
 

本レポートは、鹿島建設株式会社（以下、鹿島）の知的財産（IP）戦略について、その構造、

実行、および業界への影響を詳細に分析するものである。分析の結果、鹿島が従来の防衛的な

法務機能としての知財部門を、企業戦略の中核を担う推進エンジンへと戦略的に転換させたこ

とが明らかになった。この新しいアプローチは、知財を経営トップと直結させ、オープンイノ

ベーションを研究開発の主要な駆動力とし、基幹技術を単なる競争優位性の源泉としてだけで

なく、業界全体のプラットフォームを構築するための戦略的資産として展開するものである。 

主要な分析結果： 

1. トップダウンでの経営統合： 知財はもはや孤立した部門ではなく、社長直轄の経営課題と

して位置づけられている。社長、役員、関係部署長が事業と知財の連携を直接議論する体

制が構築されており、知財戦略が企業全体の意思決定に深く関与している 1。 
2. 「協調と競争（Co- opetition ）」の戦略的実践： 鹿島は、自動化や脱炭素といった業界

共通の課題解決のため、直接の競合他社とも積極的に連携している。これにより、業界全

体の変革を主導し、自らを技術標準の策定者として位置づける戦略をとっている 1。 
3. 知財活用の二正面戦略： 同社は、基幹技術である自動化施工システム「A4CSEL®」を特

許で保護し差別化を図る一方で、それをライセンス供与することで業界エコシステムの構

築を目指している 1。同時に、脱炭素コンクリート開発コンソーシアム「CUCO®」のよう

な共同知財フレームワークを主導し、国際標準化を推進することで、新たな市場のルール

形成を狙っている 1。 
4. グローバルなイノベーション調達網： シンガポールの研究開発・事業拠点「The GEAR」

を核に、特にスタートアップエコシステムから革新的な技術やアイデアを体系的に発掘・

統合するグローバルな仕組みを構築している 6。 
5. 大阪・関西万博の戦略的活用： 大阪・関西万博を、自社の最先端技術、特に社会的インパ

クトの大きい技術を実証し、世界に発信する戦略的プラットフォームとして最大限に活用

している。これにより、知財を具体的な社会的価値とブランドエクイティに転換している 



1。 

戦略的展望： 

鹿島の知財戦略は、同社を単なる建設会社から、技術主導のソリューションプロバイダーへと

変貌させるものである。特に、建設業界が直面する自動化とサステナビリティという二大潮流

において、同社は業界全体の変革をリードする確固たる地位を築きつつある。この戦略は、競

合他社に対する新たなベンチマークを提示し、建設業界における知財の役割そのものを再定義

するものである。 

 

1. 戦略的転換：知的財産と経営の統合 
 

鹿島の知財戦略における最も根本的な変化は、知財を単なる法的権利の管理業務から、企業経

営の中核機能へと昇華させた点にある。これは意識的かつトップダウンで行われた戦略的な再

配置であり、同社の競争力の源泉を再定義するものである。 

 

1.1. 経営層による知財の受容：コストセンターから価値創造ドライバーへ 
 

鹿島における知財の地位向上は、その組織構造に明確に表れている。知的財産部が社長直轄の

部署として設置され、社長、役員、そして関連部署の長が直接、事業と知財の連携について議

論する体制が構築されている 1。これは、知財戦略がもはや後付けの承認事項ではなく、企業の

最高レベルの意思決定プロセスに不可欠な要素として組み込まれていることを示している。 

この体制下で、知的財産部の役割は、単なる権利の取得・防衛といった伝統的な法務機能を超

え、事業開発や研究開発の方向性を提案する戦略コンサルティング機能へと拡大している 10。

この構造的な変化は、知財を管理コストとして捉える旧来の視点から、新たな事業機会を創出

し、企業価値を向上させるための能動的なドライバーとして捉える経営哲学への転換を物語っ

ている。 

 

1.2. 外部からの評価：「知財功労賞」受賞の意義 
 



20 25 年度の「知財功労賞」において、鹿島が総合建設業（ゼネコン）として初めて同賞

（「大阪・関西万博特別賞」）を受賞したという事実は、この戦略的転換が外部からも高く評

価されたことを示す重要な指標である 1。 

この受賞は単なる栄誉ではない。建設という伝統的で保守的と見なされがちな業界において、

鹿島が知財活用の新たなモデルを確立し、業界の常識を打ち破るイノベーターとしての地位を

確立したことの客観的な証明である。これは、同社のブランドイメージを強化し、先進的な技

術を持つ企業や人材を惹きつける強力なマーケティングツールとしても機能する。この外部評

価は、社内の変革努力を正当化し、さらなるイノベーションを推進する上で重要な追い風とな

るだろう。 

 

1.3. 知的財産部の進化：ゲートキーパーからナビゲーターへ 
 

経営との統合に伴い、知的財産部の機能は劇的に進化した。現在、同部は IP ランドスケープ分

析を駆使して、新たな研究開発領域や協業候補先を能動的に提案している 1。さらに、営業活動

を支援するための知財情報を提供するなど、事業部門に深く入り込んだ活動を展開している。 

これは、知財部門が単に特許を出願・管理する「ゲートキーパー」から、企業の進むべき航路

を示す「ナビゲーター」へと役割を変えたことを意味する。特許情報を分析することで、技術

的な「空白地帯（ホワイトスペース）」を発見したり、M&A や提携候補企業の技術力を評価

したりするなど、企業の成長戦略に直接的に貢献している。このようなデータ駆動型のプロア

クティブなアプローチは、テクノロジー企業では一般的だが、建設業界においては画期的であ

り、鹿島の組織的な文化変革と運営能力の向上を象徴している。 

この経営と知財の統合は、建設業界が直面する構造的な課題への必然的な対応であった。労働

力不足、生産性の低迷、そして脱炭素化への強い社会的要請といった存亡に関わる課題に対し 
3、その解決策は「A4CSEL®」のような自動化技術、「CUCO®」のような先進材料、そしてデ

ジタルトランスフォーメーション（DX）といった、テクノロジーに大きく依存している 14。こ

れらの技術は複雑で、多くの場合、他社との連携、ライセンス供与、標準化といった知財が深

く関わる活動を必要とする。したがって、知財ランドスケープを的確に読み解き、戦略的に活

用する能力は、もはや法務部門の専門技能ではなく、企業全体の競争能力そのものとなった。

鹿島の経営陣はこの変化を的確に捉え、知財機能を戦略の中枢に据えることで、新たな時代に

おける生存とリーダーシップの確立を目指しているのである。 

 

2. イノベーションの設計：多角的なオープンイノベーシ



ョンと外部連携 
 

鹿島のイノベーション戦略の「実行」面を分析すると、同社が多様なパートナーとの連携を通

じて、意図的にイノベーション・エコシステムを設計・構築していることがわかる。単一の連

携に頼るのではなく、目的別に最適化された複数の連携形態を組み合わせることで、イノベー

ションの創出を最大化している。 

 

2.1. グローバル R&D ハブ：イノベーションエンジンとしてのシンガポー

ル拠点「The GEAR」 
 

2023 年にシンガポールに開設された「The GEAR」は、鹿島のグローバル戦略を象徴する施設

である 6。延床面積約 13,000 平方メートルのこの建物には、アジア太平洋地域の事業統括本

部、同社初の海外研究開発拠点「KaTRIS」、そしてオープンイノベーションを促進するための

ワークスペースが集約されている。 

「The GEAR」の特筆すべき点は、施設自体がスマートビルディングやサステナビリティ技術の

「生きた実験室（リビングラボ）」として機能していることである 6。建物内に設置された多

数のセンサーから得られるデータを活用し、空調や照明を最適化するなど、開発した技術を即

座に実環境で検証し、改良するサイクルを可能にしている。さらに、2023 年 9 月には、スタ

ートアップを支援し、新たなソリューションを共創するためのアクセラレーションプログラム

を開始し、初期採択として 8 社が参加した 7。 

これは、鹿島のイノベーション戦略の縮図と言える。事業、研究開発、そしてスタートアップ

支援機能を一箇所に集約することで、偶発的な出会いと意図的な協業が生まれる高密度な環境

を創出している。拠点を世界的なテクノロジーと金融のハブであるシンガポールに置いたこと

は、日本国内とは異なる人材やイノベーション・エコシステムにアクセスするための明確な戦

略的判断である。 

 

2.2. 体系的な探索：スタートアップ・エコシステムとの連携 
 

鹿島は、場当たり的な連携ではなく、体系的なアプローチでスタートアップとの協業を進めて

いる。その核となるのが、グローバルなアクセラレーターである Plug and Play Japan とのパ



ートナーシップである 8。この連携を通じて、鹿島はこれまでに約 1,80 0 社のスタートアップ

と接触し、その中から事業関連性の高い約 350 社との関係を継続、約 70 件の技術実証

（PoC）を実施してきた。 

この体系的なアプローチは、四足歩行ロボット「Spot」の現場導入や、自律飛行点検ドローン

の実用化といった具体的な成果を生み出している 8。特に注目すべきは、クラウド録画サービ

スを手掛けるセーフィー社との共創事例である 17。この事例では、鹿島が建設現場特有の厳し

い要求仕様を提示し、セーフィー社がそれにアジャイルに応える形で製品開発を進めた。これ

は単なる顧客とベンダーの関係を超え、大企業が提供する明確なユースケースと実証フィール

ド、そしてスタートアップが持つ迅速な開発能力を組み合わせた、深い共創関係を築いた好例

である。 

 

2.3. 「協調と競争（Co-opetition ）」：競合他社との戦略的提携 
 

鹿島の戦略において最も高度で示唆に富むのが、直接の競合他社との戦略的な提携である。こ

れは「協調と競争（Co-opetition ）」として知られるアプローチであり、特定の領域では協力

し、市場では競争するという考え方に基づいている。 

その代表例が、55 以上の企業や大学が参加する**「CUCO®（Carbon Utilized Concrete ）コン

ソーシアム」である 1。ここでは、竹中工務店などの競合他社と共に、カーボンネガティブコン

クリートの開発と国際標準化を推進している。もう一つの例は、清水建設や竹中工務店といっ

たスーパーゼネコンが参加する 

「建設 RX コンソーシアム®」**であり、業界全体の労働力不足を解決するため、建設ロボット

技術の発展を目指している 1。 

この戦略の背景には、脱炭素化や労働力不足といった課題が、一社の努力だけでは解決不可能

なほど巨大で構造的であるという冷静な認識がある。基盤技術の開発で協力することにより、

研究開発コストを分担し、市場全体のパイを拡大し、共通の技術標準を確立することができ

る。これにより、鹿島は単なる市場の競争者としてだけでなく、業界全体の未来を方向づける

「まとめ役」としてのリーダーシップを発揮している。 

 

2.4. 基礎研究：大学・研究機関との連携 
 

鹿島は、短期的な商業化だけでなく、長期的な技術優位性を確保するため、大学や公的研究機



関との連携も重視している。例えば、電気通信大学とは AI や先端 ICT に関する包括的な産学

連携協定を締結している 18。また、理化学研究所やコマツとは、AI 技術を自動化施工システム

に応用するための共同研究を進めている 18。 

これらの連携は、急速に進化する AI のような分野において、自社単独では構築が困難な世界レ

ベルの基礎研究能力へのアクセスを確保するものである。これにより、鹿島は目先の応用技術

開発と並行して、将来の技術革新の種となる基礎研究の潮流を常に把握し、自社の技術ロード

マップに反映させることが可能となる。 

鹿島のイノベーション創出の仕組みは、個別の取り組みの集合体ではなく、各々が特定の機能

を持つように設計された、グローバルに分散した「イノベーションの頭脳」と評価できる。国

内の研究開発拠点が中核となる建設技術を担い 19、大学との連携が長期的な基礎研究のシーズ

を供給する 18。シンガポールの「The  GEAR」はグローバルなアンテナとして機能し、海外のス

タートアップを発掘し、アジア市場向けの技術適応を担う 6。Plug and Play のようなアクセラ

レーターは、世界中のスタートアップ技術を体系的にフィルタリングする役割を果たす 8。そ

して、「CUCO®」や「建設 RX コンソーシアム®」は、開発された技術を業界全体に展開し、

標準化するためのプラットフォームとなる 1。この分散型ネットワークモデルは、伝統的な中央

集権型の研究開発体制に比べ、変化への対応力、俊敏性、そしてイノベーション創出能力にお

いて、はるかに強力である。 

 

表 2.1：鹿島建設の主要なオープンイノベーション・イニシアティブの概要 

 

 

イニシアティブ／プ

ラットフォーム 
主要パートナー 戦略的目標 関連資料 

The GEAR (シンガ

ポール) 
スタートアップ、企

業、学術機関 
グローバル R&D ハ

ブ、スマートビルデ

ィングのテストベッ

ド、アジア市場参入

とグローバル技術探

索のためのアクセラ

レーター拠点 

6 



CUCO®コンソーシ

アム 
55 以上の組織（竹

中工務店、デンカ、

NEDO 等） 

カーボンネガティブ

コンクリートの開

発、国際標準化の推

進、業界全体の脱炭

素目標への貢献 

1 

建設 RX コンソーシ

アム® 
スーパーゼネコン

（清水建設、竹中工

務店等） 

技術共有を通じた建

設の自動化・ロボッ

ト化の推進による、

業界の構造的な労働

力不足への対応 

1 

Plug and Play 
J apan 

グローバルなスター

トアップ・エコシス

テム 

革新的技術の体系的

かつ大規模な発掘・

評価と、迅速な技術

実証（PoC）の実施 

8 

学術・研究機関連携 電気通信大学、理化

学研究所 
AI や先端 ICT など

の戦略分野における

基礎的・長期的研究

へのアクセス 

18 

 

3. 発明文化の醸成：社内制度と人的資本開発 
 

鹿島の知財戦略の成功は、外部との連携だけでなく、社内にイノベーションを生み出す文化と

仕組みを根付かせようとする強力な意志によって支えられている。優れた知財戦略は、特許ポ

ートフォリオの構築だけでなく、それを生み出し続ける持続可能な「人的資本」のパイプライ

ンを構築することにかかっている。 

 

3.1. イノベーションの奨励：知的財産に関する社長表彰制度 
 



鹿島は、発明者個人を表彰するための新たな社内表彰制度を「社長賞」として新設した 1。この

制度の明確な目的は、若手・中堅層の知財活動を推進することにある 1。 

これは、組織文化を変革するための極めて重要な施策である。表彰を最高の栄誉である「社長

賞」とすることで、経営トップから全社員に対し、「発明と知財の創造は企業にとって最も価

値ある活動の一つである」という明確なメッセージを発信している。チームだけでなく個人に

焦点を当て、特に若手・中堅層を対象とすることは、将来のイノベーターを育成し、「発明家

のマインドセット」を組織文化の DNA として深く埋め込むための意図的な戦略である。 

 

3.2. 従業員のエンパワーメント：社内支援者としての知的財産部 
 

鹿島の知的財産部は、営業活動や事業開発を支援するための知財情報を提供するなど、社内の

イネーブラー（実現支援者）としての役割を担っている 1。同社の法務担当者は、自らの役割

を、契約レビューやスキーム検討を通じて技術開発とその普及展開を「可能にすること」と認

識している 10。 

このアプローチは、知財部門を、制約を課す「ノーと言える部門」から、ノウハウを提供し実

現を助ける「ノウハウを持つ部門」へと再定義するものである。営業チームに自社の特許技術

に関する情報を提供することで、顧客に対する価値提案をより具体的に、説得力のあるものに

することができる。研究開発チームが複雑な共同開発契約を円滑に進める手助けをすること

で、イノベーションのペースを加速させる。このようなサービス指向のアプローチは、知財部

門を事業部門にとって不可欠で価値あるパートナーへと変えている。 

これらの社内制度は、外部からアイデアを調達するオープンイノベーション戦略と表裏一体の

関係にある。外部から得られた優れたアイデアも、それを理解し、自社の状況に合わせて改良

し、実行する社内の人材がいなければ意味をなさない。強固な特許ポートフォリオも、社員が

新たな発明を生み出す意欲に欠けていれば、いずれ陳腐化する。「社長賞」は意欲の側面を刺

激し、発明が称賛され報われる文化を創り出す 1。一方、支援者としての知財部は、能力の側面

をサポートし、社員がアイデアを保護され、商業化可能な資産へと転換する際の障壁を取り除

く 10。鹿島は、外部からの「調達エンジン」と、社内の「吸収・創造エンジン」を並行して強

化することで、持続可能なイノベーションサイクルを構築しているのである。 

 

4. 独自技術から業界プラットフォームへ：中核知財資産

の詳細分析 



 

本セクションでは、鹿島の旗艦技術をケーススタディとして取り上げ、それぞれの技術に適用

されている具体的な知財戦略を深く掘り下げる。これにより、同社が単に技術を保護するだけ

でなく、市場そのものを形成するために知財をいかに戦略的に活用しているかを明らかにす

る。 

 

4.1. ケーススタディ 1：A4CSEL® -  自動化革命 
 

 

技術概要 

 

「A4CSEL®（クワッドアクセル）」は、汎用の建設機械を自動化改造し、AI を活用した最適な

施工計画と中央管制システムを組み合わせることで、複雑な建設作業を自動化するシステムで

ある 15。その目的は、建設現場に「工場の思想」を持ち込み、生産性と安全性を飛躍的に向上

させることにある 22。このシステムは、ダムやトンネルといった大規模工事で既に実証されて

おり、さらには宇宙航空研究開発機構（J AXA）と共同で月面基地建設への応用も検討されてい

る 13。 

 

知財戦略と展開 

 

鹿島は「A4CSEL®」を特許で明確に保護している 1。当初は、競争優位性を確保するための社

内技術として開発・活用されてきたが、近年、戦略的な転換を図った。日本国土開発や水谷建

設など、他の建設会社に対してこのシステムのライセンス供与を開始したのである 4。 

 

分析 

 

これは、鹿島が駆使する二正面の知財戦略の典型例である。 

1. フェーズ 1（保護と差別化）： 鹿島は「A4CSEL®」の開発に多大な投資を行い、特許で保



護することで、競合他社に対する圧倒的な技術的優位性を確立した。これにより、複雑な

プロジェクトをより効率的かつ安全に遂行し、受注競争を有利に進めることができた。 
2. フェーズ 2（プラットフォーム化と標準化）： 業界全体が直面する労働力不足という普遍

的な課題を解決するため、鹿島は戦略の軸足を移した。「A4CSEL®」を自社だけの「秘伝

のタレ」として囲い込むのではなく、ライセンス供与を通じて業界に開放した。この動き

の狙いは、「A4CSEL®」を建設自動化における事実上の**業界標準（デファクトスタンダ

ード）**として確立することにある。プラットフォーム提供者となることで得られるライ

センス収益や技術エコシステムの主導権といった長期的な利益は、技術を独占することに

よる短期的な利益を上回ると判断したのである。 

 

4.2. ケーススタディ 2：CO2-SUICOM®と CUCO® -  サステナビリティへ

の責務 
 

 

技術概要 

 

「CO2-SUICOM®」は、鹿島が 2008 年から中国電力、デンカ、ランデスと共同で開発してき

た CO2 吸収コンクリートであり、特許権および商標権で保護された技術である 23。この技術

は、より広範な取り組みである「CUCO®」コンソーシアムの基盤技術の一つとなっている。

「CUCO®」は、CO2 の排出削減、固定、吸収に関する様々な技術を組み合わせ、カーボンネ

ガティブを実現する建設材料群を開発することを目的としている 5。 

 

知財戦略と市場創造 

 

ここでの知財戦略は重層的である。オリジナルの「CO2-SUICOM®」は保護された商用製品で

ある 23。一方、「CUCO®」イニシアティブは、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合

開発機構（NEDO）のグリーンイノベーション基金事業という国家プロジェクトの傘下で、数

十社のパートナーが知見を持ち寄る共同 IP モデルで運営されている 3。その明確な目標は、単

に製品を開発することに留まらず、カーボンネガティブコンクリートに関する 

国際標準を確立することにある 1。 



 

分析 

 

この戦略は、全く新しい市場を創造することを目的としている。国家レベルのコンソーシアム

を主導することで、鹿島は単に製品を開発しているのではない。未来のサステナブル建築を規

定する「ルール」そのものを創り出しているのである。「CUCO®」内で生み出される知財は、

将来の ISO 規格や各国の政府規制の基盤となる可能性が高い。この取り組みの中心にいること

で、鹿島はグリーン建材という巨大市場において不可欠なリーダーとしての地位を確立し、脱

炭素化という社会的要請を、長期的かつ大規模な事業機会へと転換している。 

鹿島の知財活用は、市場環境に受動的に対応するのではなく、自社の事業環境を能動的に形成

するための戦略的レバーとして機能している。伝統的な企業が特許を防衛的に、あるいは一時

的な製品優位性のために利用するのに対し、鹿島はより高度な戦略を展開している。

「A4CSEL®」の事例では、特許技術をプラットフォーム化し、新たな収益源を創出しながら業

界の慣行に影響を与えている 4。これは建設の「方法（How）」を規定する試みである。さら

に野心的な「CUCO®」の戦略では、技術開発とそれを律する国際標準の策定を同時に進めるこ

とで 1、建設で使われる「材料（What）」そのものを定義しようとしている。いずれのケース

においても、鹿島は労働力不足や脱炭素化といった市場トレンドに単に反応するのではなく、

自社の技術的・知財的リーダーシップを行使して、業界全体のソリューションとルールを自ら

定義している。これこそが、自らが本質的なリーダーとなる市場を創造するという、究極の競

争優位性の構築である。 

 

5. 世界という舞台：知財戦略の壮大なショーケースとし

ての大阪・関西万博 
 

大阪・関西万博は、鹿島の知財戦略全体を社会に向けて発信する、最終的かつ最も効果的な表

現の場として位置づけられている。ここでは、万博に関連するすべての活動を統合的に分析

し、同社がこの国際的なイベントをいかに戦略的に活用しているかを明らかにする。 

 

5.1. サステナドーム：共同イノベーションの具現化 
 



鹿島は、万博の「未来社会ショーケース事業」の一環として「サステナドーム」を建設した 1。
このドームは、「CUCO®」コンソーシアム内で開発された最先端の低炭素・CO2 吸収コンク

リート技術を用いて建設されている 9。 

「サステナドーム」は、鹿島の協調的かつサステナビリティを重視する知財戦略が物理的な形

となったものである。これは、「CUCO®」で開発された技術が実用的かつ効果的であること

を、世界中の注目が集まる場で実証する大規模なデモンストレーションである。「カーボンネ

ガティブコンクリート」という抽象的な概念を、来場者が実際に見て触れることができる具体

的な建造物へと転換することで、その価値提案を政策立案者、潜在的な顧客、そして一般市民

に対して直感的に伝えている。 

 

5.2. 戦略的コミュニケーションとしてのパブリック・エンゲージメント 
 

「サステナドーム」の内部では、「KAJIMA なぞときベース」と題した教育的でインタラクテ

ィブな展示が展開されている。これには、子ども向けの体験型ゲーム「KAJIMA なぞときワー

クショップ」や、CO2 吸収コンクリートで作られた重さ 11.75kgの「重すぎる CO2-SUICOM® 
スタンプ」などが含まれる 31。 

さらに、鹿島は 2020 年から「ジュニア EXPO」に参加し、小中学生に SDGs への取り組みを

紹介するなど、次世代へのアウトリーチに長期的に取り組んできた 1。 

これらは、極めて洗練された広報・ブランド構築活動である。鹿島は、無味乾燥な企業展示で

はなく、ゲーミフィケーション（ゲームの要素の活用）や体験型コンテンツを通じて、複雑な

技術コンセプトを伝えている。「重すぎるスタンプ」は、体験型マーケティングの傑作と言え

る。コンクリートに CO2 を固定するという抽象的なアイデアを、来場者が「重さ」として体

感できる、記憶に残りやすい体験へと昇華させている。子どもや教育に焦点を当てることで、

鹿島は未来の世代の心の中に、先進的で社会的責任を果たす企業としてのブランドイメージを

長期的に投資しているのである。 

万博は、鹿島の「知財のバリューチェーン」における最終工程として機能している。まず、社

内外の連携を通じて知財が創造され（セクション 2、3）、特許などの法的手段で保護される

（セクション 4）。次に、プロジェクトやライセンスを通じて商業化される（セクション

4）。そして最終段階である万博が、その技術を実証し、伝達するプラットフォームとなる。

「サステナドーム」は技術が大規模に機能することを証明し 9、インタラクティブな展示はそ

の技術が気候変動という地球規模の課題を解決するというシンプルで力強い物語へと翻訳する 
32。この最終工程は、開発した技術が社会に広く受け入れられ、市場の需要を喚起するために

不可欠である。それは、法務部の保管庫にある特許文書から、サステナブルなイノベーション



の世界的象徴へと至る旅の完成を意味するのである。 

 

6. 戦略分析と将来展望 
 

本最終セクションでは、これまでの分析結果を統合し、鹿島の戦略の全体像を評価するととも

に、競争環境における同社の位置づけと今後の展望について考察する。 

 

6.1. イノベーションのフライホイール：戦略の統合的理解 
 

分析を通じて、鹿島が自己強化的に回転する「イノベーションのフライホイール（弾み車）」

を構築したことが明らかになる。 

1. 強固な社内文化（セクション 3）が、意欲の高いイノベーターを育成する。 
2. 彼らはグローバルなオープンイノベーション・ネットワーク（セクション 2）に接続さ

れ、アイデアを発掘し、共同開発を行う。 
3. これにより、価値の高い中核的な IP 資産（セクション 4）が創出される。 
4. これらの資産は、高度な二正面戦略（保護とプラットフォーム化）を通じて展開され、収

益を生み出し、業界を形成する。 
5. その成功は、万博のような世界的な舞台（セクション 5）で発信され、ブランド価値を高

め、さらに優れた人材やパートナーを引き寄せる。 

このサイクルが回転することで、鹿島のイノベーション能力と競争優位性は継続的に強化され

ていく。 

 

6.2. 競争環境とポジショニング 
 

競合他社の動向を見ると、スーパーゼネコン各社が知財とイノベーションを重視している点は

共通しているが、そのアプローチには差異が見られる。 

● 大林組： 知財マネジメント方針を策定し、研究開発、事業戦略、知財戦略の連携を重視し

ている。IP ランドスケープ分析ツールを導入するなど、データ駆動型のアプローチも採用

している 36。 



● 清水建設： 10 0 億円規模の CVC（コーポレート・ベンチャーキャピタル）ファンドや、

総工費 50 0 億円を投じた巨大なイノベーション拠点「温故創新の森 NOVARE」を設立す

るなど、オープンイノベーションに対して大規模な投資を行っている 39。 
● 大成建設： 知財に関する方針を掲げ、特許出願件数などの KPI を設定している。独自のカ

ーボンリサイクル・コンクリート「T- e  Concre te」を開発するなど、技術開発とオープン

イノベーションに積極的に取り組んでいる 43。 

これらの競合他社もオープンイノベーションと知財戦略を推進しているが、鹿島の戦略はいく

つかの点で際立っている。第一に、経営トップとの深い統合、第二に、業界全体のコンソーシ

アムにおける**「協調と競争」の先駆的な実践**、そして第三に、「A4CSEL®」のライセンス

供与に見られる、プラットフォーム・プロバイダーを目指す明確な意志である。清水建設の

「NOVARE」への巨額投資は、イノベーション・インフラに対する中央集権的なアプローチで

あり、鹿島の分散型ネットワークモデルとは対照的である。大林組や大成建設は、より伝統的

な、しかし現代化された形で知財と事業目標を結びつけようとしているように見える。その中

で、業界エコシステム全体を形成しようとする鹿島の戦略は、最も野心的であると評価でき

る。 

 

6.3. 将来の軌道と課題 
 

鹿島の今後の展開として、いくつかの方向性が予測される。「A4CSEL®」で成功したライセン

スモデルを他の技術にも適用するのか。欧州や中国の競合技術に対抗し、「CUCO®」コンソー

シアムを主導してグローバルな標準を確立できるのか。シンガポール拠点を活用し、スマート

シティ運営や環境サービスといった新たな事業領域へ本格的に進出するのか。これらは注目す

べき動向である。 

一方で、この戦略にはリスクも伴う。競合他社を含む複雑なコンソーシアムの運営は困難を極

める。プラットフォーム・ビジネスへの転換は、伝統的な建設業とは異なるエコシステム管理

や開発者との関係構築といった新たなスキルセットを要求する。また、グローバルな標準化競

争は、長く不確実なプロセスである。 

結論として、鹿島建設は、知財を経営の中核に据え、オープンイノベーションを巧みに活用

し、業界全体のプラットフォームを構築するという、先進的かつ包括的な戦略を推進してい

る。この戦略は、同社を建設業界の変革をリードする存在として位置づけるものであり、その

実行の成否は、同社の未来だけでなく、建設業界全体の将来像にも大きな影響を与えるだろ

う。 
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